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市街地活性化特別委員会会議録 
 

○日  時 平成２３年７月２９日（金） 午後１時３０分 

○場  所 第一委員会室 

○協議事項  

 １ 塩尻駅前広場改修計画（案）について 

 ２ その他 

○出席委員・議員 

委員長  牧野  直樹 君       副委員長  青木   博文 君 

委員  宮田  伸子 君         委員  山口  恵子 君 

委員  古畑  秀夫 君         委員  金田  興一 君 

委員  永井  泰仁 君         委員  森川  雄三 君 

委員  丸山  寿子 君         委員  中原  輝明 君 

議長  永田  公由 君 

○欠席委員 

   委員  柴田   博 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のため出席した理事者・職員 

     副市長                米窪 健一朗 君 

経済事業部長             藤森  茂樹 君 

中心市街地活性化推進室長       大和  晃敏 君 

     中心市街地活性化推進担当係長     明間  健一 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

     事務局長    成田  均 君     庶務係長  小澤 真由美 君 

     庶務係主事   若林 智彦 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

午後１時２８分 開会 

○委員長 皆さんお集まりですので、時間より若干早いですが、ただいまから市街地活性化特別委員会を開会を

いたします。本日、柴田委員から欠席の旨、届出がありましたので御報告を申し上げます。理事者側からあいさ

つがあればお願いいたしたいと思います。 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

理事者あいさつ 

○副市長 大変お忙しいところ、またお暑い中、委員会を開催していただきましてありがとうございます。本日、
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お手元に差し上げてございます塩尻駅前広場の改修計画（案）について御協議をいただくものでございます。５

月の２７日に特別委員会をお開きをいただきまして、原案をもって御協議をさせていただきました。幾つかの御

意見をいただいてございますので、その後、その御意見に従ってできるものは修正をして、本日修正案を御提示

申し上げるものでございます。どうぞよろしく御審議をいただきますようお願いを申し上げて、あいさつとさせ

ていただきます。 

○委員長 ありがとうございました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

塩尻駅前広場改修計画（案）について 

○委員長 それでは、協議事項であります、塩尻駅前広場改修計画（案）について説明を求めます。 

○中心市街地活性化推進室長 それではよろしくお願いをしたいと思います。お手元の資料の１になります。塩

尻駅前広場改修計画（案）についてということでございます。 

 まず１、趣旨ということでございます。公共交通機関の乗り換えの利便性、安全性の向上、並びに集中する自

動車、歩行者間の交通処理の円滑化を図り、塩尻市の顔として、賑わいとゆとりのある空間とした駅前広場を目

指すため、駅前広場改修計画（案）について協議をするものでございます。 

 経過でございますけども、ことしの３月議会ということで市街地活性化特別委員会へ、駅前広場の改修計画の

素々案という形で御説明をさせていただきました。５月９日です。中心市街地活性化推進本部員、庁内の会議で

ございますけども、基本設計４案について意見交換をさせていただいてございます。別添資料２の２案に絞った

形で考えを整理していくということになりました。５月２７日、市街地活性化特別委員会、同じく別添資料２に

基づいて説明をさせていただきました。第１案、第２案という形で御説明をさせていただいたところ、幾つかの

主な意見ということでございますけども、送迎用の一般停車帯を確保したほうがよいじゃないか。それから、振

興バス運行時間帯以外は、乗降場を一般送迎用の停車帯として運用できないか。それから、振興バス乗降場につ

いては、２台分が停車できればよいではないか。駅前交番前の交差点内に南北だけでなく、東西の横断歩道も必

要であると。市制３０周年記念樹（イチイ）は残したほうがよいではないか。シェルターにソーラーシステムを

設置したらどうか、という主な意見がございました。７月２７日でございます。こういった意見を踏まえまして

庁内の中心市街地活性化推進本部員会議、別添資料３のほうになりますけども、そちらのほうの計画案をお示し

をさせていただいて、庁内での意見交換・検討をさせていただいてございます。御意見につきましては別紙でつ

けてございますので、後で御説明をさせていただきたいと思います。 

 ３番の改修計画（案）ということでございます。別添資料３のほうのですね、図面を見ていただきながらお願

いをしたいと思います。上のほうが駅前広場の現況の状況でございます。下のほうが、今回、今までの意見を踏

まえて出させていただいた計画案でございますので、よろしくお願いをしたいと思います。まず、広場の面積で

ございますけども、６，３６９．３平方メートルでございます。うち、ＪＲの用地が１，５９２．３平方メート

ルということで、場所につきましては、駅舎側より東に約幅１６メートルの部分になります。 

 まず計画案の概要でございます。①の市営有料駐車場でございますけども、これにつきましては、一般者の駐

車場を４０台確保していきたいというふうに考えた計画です。うち、高齢運転者等の専用駐車場を駅舎寄りのほ

うへ２台確保をしてございます。シルバーマークのついているところでございます。それから、観光バスの待機
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所でございますけども、こちらにつきましては６台を配置していきたいということで、配置は斜めに配列をさせ

ていただいて、前向き駐車をさせていただく計画でございます。 

 それから②番の地域振興バスでございます。これにつきましては、乗降場ということで振興バス２台が、あそ

こへ停車できる場所を確保していきたいということです。それと、新たに広場内に振興バスの待機所ということ

で２台、待機できる場所を確保していきたいというものでございます。 

 それから③番の身障者用自動車でございますけども、これにつきましては、駅舎のエレベーターの直近という

ことで、身障者用の駐車場を１区画確保していきたいというものでございます。 

 それから④番の一般者の送迎用の停車帯でございますけども、これにつきましては、９台分の停車帯を確保し

ていく計画です。場所的には３カ所ということで、計画案でいきますと、オレンジ色に塗られている部分でござ

います。駅の広場の南側のほうに２カ所でございます。それと、北側のほうの振興バスの乗降場の前のあたり、

それぞれ３台分ずつ、縦列駐車と考えて３台分ずつ駐車できるスペースを確保していきたいということで、９台

分でございます。 

 それから⑤番のタクシーでございます。これにつきましては、基本的に十分現状でよいということの中で、乗

降場につきましては３台分、それから待機所につきましては１２台分ということで、現状のままとさせていただ

きたいというふうに思っています。なお、タクシーの乗降場からですね、タクシーの待機所への動線につきまし

ては、観光バスの待機所内を経由してタクシーの待機所へ行っていただくルートを考えてございます。 

 続きまして、２ページ目の、裏になりますけども、⑥番の交通安全施設ということでございます。横断歩道で

ございますが、駅前交番の前の交差点内に、新しく東西と南北に横断歩道を設置をしていきたいというものでご

ざいます。観光バスの観光客を南北の横断歩道によって観光センターのほうへ向かせるという意味も含めて南北

の横断歩道、それから、市役所それから交流センターのほうへの動線を確保した東西の横断歩道という形で設置

をした計画でございます。 

 それから⑦番の広場内の車路ということでございますけども、現況では２車線通行という形になっています。

ただし、車線につきましては大分広い車線でございまして、一般送迎車がですね、場合によってはその車線内に

とめて、乗降客を待つという形がよく見受けられますので、そういったことを防ぎたい、防いでまいりたいとい

う部分もありますけども、今までどおり広場内の車路につきましては２車線通行とさせていただきたいと思いま

す。しかしながら、その車線の幅につきましては、有効の幅員を確保した形での車線を確保していきたいという

ものでございます。ですから、今までの現状よりは若干、車線幅は狭くなるような形になっています。 

 それから⑧番のサイン整備ということでございますけども、駅前周辺又は中心市街地、それから市観光地の案

内板でございますけども、これにつきまして広場内のところに設置を考えていきたいということで、広場中央の

ですね、横断歩道がありますけども、そちらの手前に設定をしていったらどうかということで、今検討をし、考

えているところでございます。 

 それから⑨番のシェルターの整備でございますけども、振興バス及びタクシーの乗降所、それから一般の送迎

車用の停車帯、それからサインの設置箇所、それから駅舎から南北両側へ階段でおりるようになってますけども、

そちらの階段の降り口までシェルターを配置をしていきたいということで、図面でいきますとピンク色で塗られ

ている部分でございますが、そちらのほうがシェルターを設置する箇所でございます。 



 4 

 それから⑩番の歩道整備でございます。まず観光バスの待機所の乗降口側に歩道を新たに設置するというもの

でございます。それによりまして、観光客の安全な乗り降り、通行を図っていきたいというものでございます。

それから、広場内の歩道のインターロッキング等は全面改修するということで、大分、当初駅開設以来からのイ

ンターロッキングでございますので、この改修に合わせて全面的に改修をしていきたいというものでございます。

それから、振興バス乗降場の歩道線形を直線に改修するということでございますけども、現況の振興バスの乗降

場の歩道の線形につきましては、曲線型になっています。そんな関係で、バスと歩道部分がですね、すき間がで

きて乗降に支障を来すという部分がありますので、その部分については線形を直線的にして、直接乗降客が歩道

におりれるような安全を考えていきたいという計画でございます。 

 それから⑪番の緑地帯でございますけども、一般駐車場の入口横の緑地帯でございます。こちらにつきまして

は、現況の緑地帯をそのまま残すような設定にさせていただきました。それとあと、記念樹イチイにつきまして

も、ちょうど振興バスの待機所の右横になりますけども、そこにイチイの木が植えられております。そちらのほ

うも残した形で緑地の保全を図っていくという形で考えております。それから、新しくできる緑地帯につきまし

ては、できるだけ既存の緑化木を移植してですね、緑化の保全に努めるという計画でございます。 

 それから⑫番のブドウ棚でございますけども、これにつきましては、ぜひ観光バス待機所の歩道にブドウ棚を

設置をさせていただきまして、観光客へのブランド等のＰＲをさせていただけたらという設計にいたしておりま

す。 

 この計画案に基づきまして、先日、庁内の推進本部員会議のほうにお示しをしてですね、いろいろな意見をい

ただいてございます。その意見の内容はですね、３ページ目の別紙という形でつけてございます。紹介をさせて

いただきたいと思いますけども、まず、今までの本部員会議とか市街地活性化特別委員会の意見をどのぐらい反

映されている計画なのかということでございますが、ほぼ今回の案に、意見というものは反映させているという

ことでございます。 

それから、シェルターで全体的に駅前が囲まれてしまうがよいか、ということでございます。実施設計におい

て、できるだけ暗くならないようなイメージで検討させていただきたいということで、待合や乗降する場所につ

いてはシェルターは必要であるという話をさせていただきました。 

それから、シェルターがタクシー乗降場横で切れていて接続されていないが、という部分がございます。これ

につきましては、ちょうどそこの部分は、ＪＲのレンタカーの出入口になっていますので、安全面を考えて、そ

の部分はシェルターは設計から外した形ということで説明をさせていただきました。 

それから、サイン整備は駅前だけでよいのか、市全体や大門地区も含めて検討したほうがよいのではないか、

ということで、市役所や交流センター周辺など要所要所の交差点、そういったところに道しるべとなるサインは

必要でありますので、整備に向けて検討をしていきたいということでございます。 

それから、基本コンセプトいうことで、森の駅ということで基本コンセプトを掲げてまいりました。計画の中

にどう織り込んでいるのか、ということでございますけども、記念樹であるイチイとか、一部高木を残し、既存

の樹木は極力移植をしてですね、緑化に配慮をしていきたいということで説明させていただきました。 

それから、ブドウ棚を設置するのか、設置した場合、どこが管理をするのかということでございますけども、

観光客へのブランドのＰＲはしていきたいということで設置を考えている。管理については、今のところまだ未
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定でありますけども、関係機関との協議をしていきたいということでございます。 

ブドウ棚は雨が降ると滴がたれるが、どういう設置方法かということでございますが、ブドウ棚を設置する場

合は、屋根型で今のところ考えておりますけども、実施設計の中でその辺を検討してまいりたいということでご

ざいます。 

それから、財政計画の中でＪＲの負担金が計上されているが、協議済みか、ということでございます。ＪＲ長

野支社と、現在事前協議が続いております。広丘駅前広場整備と同様に、ＪＲ用地１平方メートル当たり１万円

という形の負担金を予定しているということでございます。 

それから、駅南地区再開発の出入口ということで、ちょうど広場の南側に再開発によって出入口、今まで市道

があった部分でございますけども、出入口ができますけども、それにつきましては、ロータリー側からも再開発

の地区内、それから正面の都市計画道路、県道からも再開発の区域内へ出入りできるという形ということで説明

をさせていただきました。 

振興バス待機所は、なぜあるのかということでございます。待機時間が３０分以上ある場合は、営業所のほう

へ一たん帰るということのようでございますけども、それ以内につきましては、現地で待機、近くで待機のよう

でございます。そういった関係で、今回、待機場所を２カ所この広場内に設けさせていただいて、振興バスの乗

降場を、今まで３台とめられるスペースがありましたが、２台確保ということで振興バスの運行上は特に問題が

出ないということで、そうさせていただいたということございます。 

それから、交差点南側の東西方向の横断歩道は何のためかということでございます。市民交流センター方面へ

の動線としていきたい。また、スクランブル方式も検討しているが、公安委員会との協議が必要になってきます。

現状では、ステーションホテル周辺が利用しづらく、広場正面の東側地区の開発においても必要であるというこ

とで、横断歩道を設けていきたいという説明をさせていただきました。 

駅前の電線地中化はどうなるのかということでございますが、これにつきましては、計画されている信金のと

ころから駅の南側の入口のＴ字路までの県道部分については、計画はされていますけれども、今のところ実施の

見込みはほとんどないということで、市としては歩道の県道のマウントアップ、大分でこぼこしておりますが、

そういった解消を県のほうへお願いしているということでございます。 

シルバーマークの駐車区画は高齢者のみかということでございます。高齢者のほかに身障者や妊婦の方々など

も駐車できるような形で設置をしていきたいという説明をさせていただきました。 

お手元の資料の２ページ目になりますけども、４番の財政計画ということでございます。総事業費が、概算で

１億１，３００万円を予定しております。国の補助金ということで、社会資本総合整備交付金でございます。５

０％を見込んでおりまして５，６５０万円。それからＪＲの負担金につきましては、先ほどお話したとおり、Ｊ

Ｒの用地面積１，５９２平方メートルに対しまして、１平方メートル当たり１万円の舗装単価ということで約１，

５００万円を予定をしております。それから、市費ということでございます。残り、残金４，１５０万円が市費

という形でございます。内訳につきましては、合併特例債ということで３，９４０万円、一般財源ということで

２１０万円という財源の計画を立てさせていただきました。 

５番の今後の予定でございますけども、８月の下旬ごろまでには、今回の駅前広場の改修計画（案）を決定を

させていただいて、９月下旬ころ、改修計画の、今年度、実施設計のほうに入らさせていただきたいというふう
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に考えております。平成２４年度、２５年度、２カ年にかけまして広場の改修工事を予定しておりますので、何

とぞよろしくお願いをしたいと思います。私のほうからは以上でございます。 

○委員長 質問、意見がありましたらお願いをいたします。 

○丸山寿子委員 この前もちょっと質問したんですけど、市営有料駐車場についてですが、今現在は３０分が無

料で後は有料なんですけれども、観光センター、土産品とそれから食事の関係で利用する上で時間がちょっと３

０分で足りないというような声がある中で、今と同じ機械を使って同じようにやっていくのか、それとも大門商

店街のほうにある市営駐車場のように、スタンプなど活用するとか、そういった工夫はできるのかできないのか、

お聞かせください。 

○中心市街地活性化推進室長 一般駐車場の入口の機械は大分古くなってますので、その辺は新しいものにかえ

ていきたいというふうに考えてますし、そこの駐車場内の利用形態につきましては、おっしゃるとおりで３０分

無料ということで、以後３０分１２０円という形になってますけれども、観光センターが新しくできたというこ

とで、そういった観光センターへの利用等も、また駅南の再開発の中で商業施設等もできます。そういった中で

そういった状況を踏まえてですね、今回の改修計画とあわせまして駐車場内の利用形態を検討をしてまいりたい

というふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

○丸山寿子委員 はい、わかりました。現在、商店街ほうの駐車場につきましては、スタンプで対応するか、あ

るいは商店によっては補助券を出してくれるというようなこともありますので、その辺またちょっと研究してい

ただくのと、この前もちょっと出たかと思いますけど、駅の利用者、駅で切符を買うなど、の動向もまたちょっ

と見ていただけたらと思います。 

○委員長 ほかにありませんか。 

○金田興一委員 あれですか、この駅構内は全面禁煙、この駅前広場は全面禁煙でないわけなんですよね。それ

で、今ちょうど交番と観光センターの間の境界、ここの間のとこに灰皿が１基、それから昔のこあ・しおじりの

側のところに１基、灰皿があるんですよね。この灰皿は、当初はたばこ組合が設置をして、今たばこ組合が全部

解散をしてしまって、その時の人たちが今管理をして、たびたび生活環境課とも話をして、今なんかそんなグル

ープをつくって管理をしようかっていう話もあるようですが、ここの敷地の管理権ってのは、ここの中に入って

いるんですよね、あの２つある中で。そうした時に、今たばこの話はいろいろと厳しい状況であるんですが、中

心市街地の推進室の考え方というのは、灰皿なんかについてはどんなふうな考え方でしょうか。 

○中心市街地活性化推進室長 今現在、たしか駅前交番のここの歩道の部分、それからこあ・しおじりの前の部

分ということで、灰皿２カ所設置をさせていただいてですね、喫煙者に対して利用していただいているとこなん

ですが、駅前広場条例というものがございます。当然ここの歩道部分も駅前条例の中での指定区域内になってい

ますので、その条例の中でそういった禁煙施設等も含めてですね、利用を考えていかなければならないというふ

うに思いますので、またいろいろ環境保全課ともですね、考え方等をお聞きしながら、その辺は新しい改修計画

で聞いて、実施という形になりますので、その辺で調整させていただきながら、今後のちょっと研究材料とさせ

ていただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長 よろしいですか。 

○金田興一委員 私もその駅前広場条例ってのちょっと詳しくわからないんであれですが、いずれにしても全面
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禁煙でなければ、そういうものが今現在設置されてるんで、やはり管理するとこ、あるいは民間の善意だけに頼

ってていいものなのか、そこらのとこもやっぱし管理する管理課で、ちゃんときちんとそこらのところ明確にし

ていく必要があるんだと思うんで、ぜひここらのとこは、今も善意に頼っているだけなんで。あそこは、私も行

ったことがあるけれども、ちょっと行かなきゃもう、あければ、ばしゃーんとあふれるくらい入っているんです

よね。あれ大変なんでね、やはりここらんとこはもうちょっと、こう行政としても、適切な方向を出すべきだと

私は思うんですが。まあそんな、いいです、要望だけで。 

○委員長 要望ということでよろしくお願いをいたします。ほかにありませんか。 

 以前特別委員会のほうで出た意見をもとに、また市のほうでやっていただいということで、前発表した中で、

おれの意見が落ちてたなんていうものがありますか。図面等も見ていただいて、大分ちょっと変わってきてます

んで、見て、もし何かありましたらお願いいたします。 

○中原輝明委員 これ、あれ設計はどこがやるの。この絵簿をかくにはどっかから参考の意見を聞いたか。聞い

てつくったの。 

○中心市街地活性化推進室長 昨年度基本設計というものをお願いしてやってございます、その中でいくつか基

本設計という形で案を出していただきました。その中で２案を絞ってですね、それぞれお示しをしてきたとろで

ございます。今回の計画案につきましても、いろんな意見を踏まえて、計画案をつくらさせていただきましたけ

れども、そういった今までつくっていただいた現況図、そういったデータをもとにですね、今回計画案はつくっ

てございますので、今後の実施設計に当たりましては、新しく業者を選定して業務委託という形で発注をさせて

いただきたいというふうに思っています。 

○中原輝明委員 何だか奥歯に挟まったような気がするがさ、いいかい、その今の理屈はわかるわ。わかるけど

も、やっぱしあるじゃないの、それは、もう業者が。この絵簿をかくには、みんな参考にして皆さんが意見を述

べてやってるじゃないの、ちがう。おれの聞きたいのは、いつもそうやって業者が決まっていながら、ここでぼ

かしたようなこと言わなんで、実際はこうなってこうだということをはっきり言わないとだめだぞ。これから設

計業者を決定するなら、とにかくこれを参考意見として皆さんが聞いて、そしてこれをもとにして御意見を集約

して方向が出たということだと思うが、それについては前段、だれかに参考として模索した何かあると思うだよ、

絵簿。皆さんがつくったものじゃないと思う、これは。その参考にする手前はだれと相談したか。だで、それを

話しにくいか、にくくないかじゃないの、もう決まってるような気がするわ。 

○経済事業部長 平成２２年度に、基本設計業務委託ってのを発注しまして、 

○中原輝明委員 じゃあ、どこへしただ、それは。 

○経済事業部長 ええ、それは、八州っていう東京に事務所がある会社でございます。駅前公園と駅広と全体の

計画づくりをやっていただいていて、その中で、基本設計についてはその会社に平成２２年度の業務委託として、

基本設計ですね、こういう平面プランを何案もかいていただいて、そのできたものを提示しているということで

ございます。で、その後、若干意見があって変更があった部分はですね、いわゆるアフターケアとしてそういう

若干の図面の手直し等はやっていただいておりますけども、ここで平成２３年度で、また新たに今度実施設計を

発注します。それは、新規、現に技術的にきちんとできるコンサルタントであればいいものですから、それはそ

こでまた選び直しをしますので。それがここに書いてある９月の。 



 8 

○中原輝明委員 書いてはあるさ。おれの聞いてるのは、その中間の話だ。 

○経済事業部長 ということでございますので、その段階で再度、実施設計のための業者を選定して入札をして

いくと。そういうことになります。 

○中原輝明委員 言うだけ言っておくけども、基本的にはな、皆さんが口じゃあいろいろ言ってるけどさ、少な

くたって、この絵簿を最初に相談したその人に相談する以外にはないぞ、みんな業者集めたって。必ずそこへ行

くだで。だで、そういうとこへ発注するぐらいなこと言ったっていいじゃないだか。どうもそうだぞ、またここ

へ行くよ、どこだか知らないが、さっき言ったとこへ。だで、そういうことがあるで、最初の選定がいかに重要

かということを言いたいわけさ。今後すべてがそうだぞ、どう見ても。それか、市の職員がみんなで絵簿かいた

と。このぐらいのものかけるら、大体。副市長、どうだ。そんな技術屋はいっぱいいやしない。 

○経済事業部長 こんな絵かけるというふうな代物ではございませんで、このもっと大きなスケールの図面でで

すね、そういう図化できるものを使って、これは今縮小して表示しておりますけども、ここへ来るまでに、例え

ば、バスの寸法が幾らで、このアールをどのくらいにしないといけない。そういうことになれた人が基本図の図

面をかいてますので、市の職員が簡単にできるとか、そういうものではちょっとございませんので、お願いした

いと思います。それから、真っ先の業者選定はですね、公園の設計や駅広っていうか、駅前の駅前広場や公園の

設計をしたことがある、そういう実績のある業者ということで何社かコンペして入札をしたということでござい

ます。 

○委員長 よろしいですか。御理解をいただいて。 

○中原輝明委員 御理解は、よくはしない。 

○委員長 ほかにありますか。 

○永井泰仁委員 今回のこの改修計画はね、このスペースいっぱいに使って、それぞれの希望をやってあります

が、冬場、特に雪が降った場合のね、除雪で、たくさん降った場合には、横へ寄せつけるところもない。これは、

そういう形になれば、迅速に随時持ち出していくという前提で考えてますか。 

○中心市街地活性化推進室長 駅の利用者の広場、公園等でございますので、この広場内に入った雪につきまし

ては、随時、基本的には持ち出すという形の中で、利用者にとって使いやすい広場にしていきたいというふうに

考えております。 

○永井泰仁委員 それともう１点、前回ちょっとお願いしておきましたが、シェルターの屋根ですね、あの辺は

太陽光か何かで夜の照明にこの施設内のを使うとか、そういう構想は組み込まれてますか。 

○中心市街地活性化推進室長 シェルターの太陽光設置につきましては、これからの実施設計の中で屋根型の、

いろいろな種類等もございますので、前向きにソーラーの設置は考えていきたいと思いますし、またＬＥＤのほ

うを使いながらシェルター内の照明等もですね、使っていくような設計を考えていきたいというふうに考えてお

ります。 

○委員長 ほかにありますか。 

○山口恵子委員 この図で見ると、緑のところが森の駅の緑の、木が植わるというような理解だと思うんですけ

れど、塩尻市、全体的に高い木はあるんですけれど、低い木、路地に植わっている、低い木が、運転手、特に高

齢者とか軽自動車に乗っている運転手の視界にちょうど高さが入っていて、角とか出入口がすごく見にくいとい
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う声がありますので、特に女性とか高齢者で軽自動車を利用している方でも視界の邪魔にならないような、低い

木を植えていただきたいという声がありますので、その辺の配慮もお願いしたいと思いますが。 

○委員長 要望でいいね。 

○山口恵子委員 はい、要望でいいです。 

○副委員長 ちょっとお聞きしたいんですが、この黄色いところからあれですか、何て言うんですか、駐車場組

合ですね、その建物になるわけですね。今、駐車場組合というのありますよね。私もこの間からちょっと視察に

行きますと、飛んできて、その中にいる方が非常に暑くていけないと。管理する方がね、冷暖房もない、ちょっ

と長い時間そこにいると。それは要望ですが、それとあと、料金所のですね、屋根がちょっとまずいと思うんで

す。やっぱりね、雨風が当たって、料金所の機械に直接、もろに当たるらしいですが、雨風。もっとひさしを考

えるかしないと、機械がね、非常に傷むということなんですが。きょうは、私、実はね、きょうは１３台ほど車

が入ってました、一般駐車場に。それから大型のところに５台入ってましたんですが、運転手も、大型運転手に

言わせりゃ、バックでも、プロだから入れるよと、こんなような話をしましたですが。こっちのところは１３台

で、満車はないが、まあそんなに損はしないというようなことを言ってましたが、そんなことで要望としてちょ

っとお願いしたいと思いますが。 

○中心市街地活性化推進室長 境内の駐車場管理施設につきましては、今回新しく改修に伴いまして、全面的に

新しいものという考え方でいきたいというふうには思ってますので、そういった今不便を感じる部分につきまし

ては、新しくできる中で解消していきたいというふうに考えてまいりたいというふうに思っています。 

○委員長 ほかにありませんか。よろしいですかね。 

 それでは、以上をもちまして、本日の塩尻駅前広場改修計画（案）については、説明を受けたということで処

理をしたいと思います。御異議ございませんでしょうか。 

「「異議なし」の声あり」 

○委員長 はい、ありがとうございました。以上で終わります。理事者のほうからあいさつがあれば、お願いし

たいと思います。 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

理事者あいさつ 

○副市長 慎重に御審議をいただきまして、ありがとうございました。今、御理解をいただきましたので、今後

の予定に沿ってですね、これから実施設計に入ってまいりたいというふうに考えております。なお、詳細につき

ましては、また委員会をお開きをいただく中で、それぞれ御報告を申し上げながら、御意見を賜りたいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願いをいたします。本日は、どうもありがとうございました。 

○委員長 以上で、市街地活性化特別委員会を閉会といたします。御苦労さまでした。 

午後２時０４分 閉会 

 

平成２３年７月２９日（金） 

委員会条例第２９条の規定に基づき、次のとおり署名する。 

市街地活性化特別委員会委員長   牧野 直樹   印 


